
工学研究科 
学位プログラム： マテリアル生産科学 
授与する学位： 修士（工学) 博士（工学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および工学研究科の教育目標を受けて、学位プログラム「マテリアル生産科学」では

以下のとおり教育目標を定めています。 
学位プログラム「マテリアル生産科学」では、材料および生産プロセスの深い理解に基づいた

「ものづくり」によって人類社会の持続的発展に貢献することをめざした教育・研究に取り組ん
でいます。 
博士前期課程および後期課程においては、本研究科の掲げる工学理念のもと、「地域に生き世

界に伸びる」の大阪大学のモットーの実践を目指し、世界最先端の材料・生産科学技術を追求し、
専門分野において指導的役割を担うグローバルな技術者・研究者および教育者を育成し、社会に
輩出することを目標としています。 
 
博士前期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・材料および生産プロセスに関する、広範かつ高度な材料科学の専門知識ならびに実践的な技
能を習得した人材の育成を目指します。 
 

○高度な教養 
・科学・工学全般に関する幅広い知識、かつ社会人としての教養、価値観ならびに倫理感を合わ
せもつ人材の育成を目指します。 
 

○高度な国際性 
・確固たる語学力、コミュニケーション能力の醸成により国際的に活躍できる人材の育成を目
指します。 
 

○高度なデザイン力 
・材料科学・生産科学における複雑な問題を見いだし、解決する深い思考力を有する人材の育
成を目指します。 

 
博士後期課程 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・材料および生産プロセスに関する、広範かつ高度な材料科学を深く理解するだけでなく、各
専門分野における世界最先端の専門知識と技能を習得した人材の育成を目指します。 



○高度な教養 
・科学全般に関する幅広く深い知識を有するだけでなく、事象を多面的かつ深く洞察できる教
養、社会・産業や世界が抱える多種多様な問題に対応できる高い価値観と倫理感を具備する人
材の育成を目指します。 
 

○高度な国際性 
・確固たる語学力、コミュニケーション能力だけでなく多様な国際性をも具備し、国際社会で
先導的な役割を担うことができる人材の育成を目標とします。 
 

○高度なデザイン力 
・論理的思考、課題探求力や問題解決力に加え、世界トップレベルの研究開発力、科学の深遠
および未踏の工学領域への展開力を有する人材を育成します。 

 

  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および工学研究科のディプロマ・ポリシー（学習目標を含む）のもとに、学位プログ

ラム「マテリアル生産科学」では以下のとおりディプロマ・ポリシーを定めています。 
現代社会の基幹をなす産業を支える「ものづくり」において世界のリーダーとして国際的に活

躍できる材料科学者・技術者には、材料科学・生産科学に関する高度かつ最先端の専門知識と技
術、広い視野に立った精深な学識に加え、文化を超えて交流できるコミュニケーション力を含め
た国際性を兼ね備えることが求められます。 
博士前期課程では、材料科学・生産科学における高度な専門に関して以下の項目にあげる能力

を身に着け、所定の単位を修得し、修士論文の提出および論文内容の発表を行い、審査基準を満
たした学生に対して、修士（工学）の学位を授与します。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・材料科学・生産科学に関する、高度な専門知識を身に着けている。 
・研究で取り組む専門分野における先端の知識と技能を習得している。 
 

○高度な教養 
・材料科学・生産科学に関する専門知識を社会のために役立てようとする健全な価値観ならび
に高い倫理観を身に着けている。 
・社会・産業の発展に寄与することのできる知識・教養を身に着けている。 
 

○高度な国際性 
・工学・科学に関する討論を外国語で行える能力を身に着けている。 

 
○高度なデザイン力 
・研究の内容・成果を発表し、それに関する討論に基づいて、自身の研究に活かすことがで
きる。 
・研究開発を実践するための論理的思考力、問題解決力および指導力を身に着けている。 
・研究を正しく整理する分析力、内容を正確に伝える表現・伝達力を有している。 
 
博士後期課程については、材料科学・生産科学における、以下の項目にあげる能力を身に着

け、博士論文の提出、審査基準を満足する論文内容の発表を行い、かつマテリアル生産科学専攻
が定める口頭試問に合格した学生に博士(工学)の学位を授与します。 

 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・材料科学・生産科学に関する最先端の専門知識を身に着けている。 



○高度な教養 
・材料科学・生産科学に関する最先端の専門知識を社会の発展に活かそうとする健全な価値観
ならびに高い倫理観を身に着けている。 
・科学・工学の深化および社会・産業の発展に寄与できるような、科学全般に関する幅広く深
い知識、かつ現代社会・産業や世界が抱える複雑な問題に対応できるような、物事を多面的か
つ深く洞察する能力を身に着けている。 
 

○高度な国際性 
・論理的かつ独創的思考力、問題解決力、表現力および国際的なコミュニケーション力を併せ
持つ実践的研究・開発能力を有している。 
 

○高度なデザイン力 
・新規性、高い独創性および学術的意義を有する研究をデザインし、遂行する能力を身に着け
ている。 
 
 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
 大阪大学および工学研究科のカリキュラム・ポリシーのもとに、学位プログラム「マテリアル
生産科学」では以下のとおりカリキュラム・ポリシーを定めています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
博士前期課程 
博士前期課程では、「ものづくり」に関する高度な専門知識を身に着けること、論理的思考力・

問題解決力、科学者・研究者としての表現力・国際コミュニケーション力を向上させることを目
標として教育を行います。マテリアル科学コースでは「もの」に関して、一方、生産科学コース
では「つくり」に関して、高度な専門知識を様々な専門教育科目を通じて学修させます。また専
門教育科目での実習科目では研究を整理し分析する能力、内容を正確に伝える表現・伝達力や研
究に関する討論を行う能力も身に着けさせます。一方、高度国際性涵養科目では、工学分野で活
躍する科学者・研究者に必要な実践英語力を身に着けさせ、高度教養教育科目では材料科学・生
産科学の実務分野での研究・開発のあり方、システム構築のポイントや問題解決法を学ぶことに
より研究開発を実践するための論理的思考力・問題解決力を醸成させるとともに高い倫理観も養
います。また修士論文研究を通じて、材料科学・生産科学において現在問題とされている事象の
解決策を見出し対応できる思考力を醸成します。 

 
博士後期課程 
博士後期課程では、「ものづくり」に関する、さらに専門性の高い知識を身に着けること、論理

的かつ独創的思考力、問題解決能力、表現力および国際コミュニケーション力を洗練させること
を目標として教育を行います。そのために材料科学・生産科学に関する最先端の専門知識を習得
させます。また材料に関する基礎科学と応用展開に関する内容を英語で理解し、英語で討論を行
う能力も養います。さらに、課題発掘能力、研究企画・推進力や発信能力など、世界的に活躍で
きる科学者・研究者としての素養を醸成するだけでなく、後進を育成する指導力も身に着けさせ
ます。これらは専門教育だけでなく、高度国際性涵養科目および高度教養教育科目としての内容
も兼備しており、語学力・国際性を洗練させることや科学者としての教養を深化させることにも
寄与します。また博士論文研究を通じて、論理的思考、課題探求力や問題解決力に加え、世界ト
ップレベルの研究開発力、科学の深遠および未踏の工学領域を切り拓く力を養います。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
博士前期課程 
 材料科学・生産科学に関する高度な専門知識は専門科目として「表界面物性論」、「界面制御工
学」、「機能材料化学」、「結晶塑性学」など「材料」に関する講義および「ジョイニングプロセス
特論」、「加工物理学」、「インターフェイスメカニックス」、「構造化設計学」など「生産・加工・



構造化」に関する講義を通じて修学させます。一方、「マテリアル科学ゼミナール」や「生産科学
ゼミナール」などの実習科目では研究活動を通じて得た知識や成果を正しく整理して分析する能
力、表現・伝達力を身に着けさせます。「研究指導」では、上述した研究者としての素養に加え、
後進を指導する能力も養います。また専門科目でも「マテリアル科学創成工学」や「マテリアル
生産科学創成工学」では企業から招へいした講師から先端専門分野の知識や技能を習得させます。
一方、高度教養教育科目の「マテリアル社会連携学」では、企業での研究開発を実践するための
論理的思考や問題解決力、さらに高い倫理観を養成します。さらに「工学英語」では高度国際性
涵養教育科目として工学分野を題材とした e-ラーニングにより、工学分野で活躍するために必要
な実践英語力をリスニング、リーディングを中心に学修させます。 
 
博士後期課程 
 「材料物性学特論」、「材料エネルギー理工学特論」、「構造機能制御学特論」、「材料機能化プロ
セス工学特論」などでは「材料」に関する最先端の専門知識を、「生産プロセス学特論」、「構造化
設計・評価学特論」や「システムインテグレーション特論」などでは「生産・加工・構造化」に関
する最先端の知識を講義形式で学修させます。一方、「構造・機能先進材料デザイン学 I, II, III」
では一流の外国人研究者を講師とし、材料に関する基礎科学と応用展開に関する講義を英語で行
い、材料学に関する最先端の知識だけでなく国際的に活躍できる科学者としての教養・語学力を
身に着けさせます。さらに演習や討論を通じて実践的英語力を醸成させます。また「研究指導」
では、研究活動を通じて、社会の発展に寄与できる独創的思考力、課題探求力、問題解決力、表
現・コミュニケーション能力、倫理観など、高度かつ実践的な研究・開発能力を養成します。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 
博士前期課程 
シラバスに記載されている学習目標の達成度を学期末試験、小テスト、レポートや課題などか

ら評価します。 
修士学位論文は、専攻分野における研究能力、高度の専門性が求められる職業を担うための能

力を修得するために行われた専攻分野の発展に貢献する研究内容を含み、その内容について各専
攻で開催される論文発表会で学術研究に相応しい発表・討論がなされた後、各専攻において学位
審査を行い、専攻長会にて最終判定を行っています。 
 
博士後期課程 
 シラバスに記載されている学習目標の達成度をレポートや課題などから評価します。 
博士学位論文は、学理とその応用に関する重要な貢献をなす十分な学術的価値を有し、自主的

かつ主体的に取り組んだ研究の成果であることが必要であり、その内容については過去に、いか
なる機関、いかなる申請者によっても発表された博士学位論文の内容を含まないものとします。



博士学位論文の内容は国際的に公表されるものとし、学位審査は各学位審査委員会及び各専攻に
より行われ、専攻長会にて最終判定を行っています。 



春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期 夏学期 秋学期 冬学期

学習目標C
（前期課程）
・工学・科学に関する討論を外国語で行える能力を身につけている。
（後期課程）
・論理的かつ独創的思考力、問題解決力、表現力および国際的なコミュニ
ケーション力を併せ持つ実践的研究・開発能力を有している。

○

学習目標D
（前期課程）
・研究の内容・成果を発表し、それに関する討論に基づいて、自身の研究
に活かす能力を有している。
・研究開発を実践するための論理的思考力、問題解決力および指導力を有
している。
・研究を正しく整理する分析力、内容を正確に伝える表現・伝達力を有し
ている。
（後期課程）
・新規性、高い独創性および学術的意義を有する研究をデザインし、遂行
する能力を有している。

○

学習目標B
（前期課程）
・材料科学・生産科学に関する専門知識を社会のために役立てようとする
健全な価値観ならびに高い倫理観を身につけている。
・社会・産業の発展に寄与することのできる知識・教養を身につけてい
る。
（後期課程）
・材料科学・生産科学に関する最先端の専門知識を社会の発展に活かそう
とする健全な価値観ならびに高い倫理観を身につけている。
・科学・工学の深化および社会・産業の発展に寄与できるような、科学全
般に関する幅広く深い知識、かつ現代社会・産業や世界が抱える複雑な問
題に対応できるような、物事を多面的かつ深く洞察する能力を身につけて
いる。

○

プロセス設計

構造設計

システム設計

分

野

物性材料設計

エネルギー理工学
材料設計

構造機能
制御設計

材料機能化
プロセス設計学習目標A

（前期課程）
・材料科学・生産科学に関する高度な専門知識を身につけており、研究で
取り組む先端専門分野の知識と技能を身につけている。
（後期課程）
・材料科学・生産科学に関する最先端の専門知識を身につけている。

○

学位プログラム：マテリアル生産科学　カリキュラムマップ（工学研究科マテリアル生産科学専攻）
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博士前期課程 博士後期課程

１年 ２年 １年 ２年 ３年

量子材料物性論

材料組織学

電子顕微鏡学

生体高分子構造解析学

量子材料化学

ジョイニング

プロセス特論Ⅰ

加工物理学Ⅱ

機能材料学

ナノプラズマ工学

インターフェイス

メカニックス

信頼性評価工学

構造化評価学

電子システムインテグレーション

応用デバイス工学

マテリアル社会連携学Ⅱ

工学英語Ⅰ 工学英語Ⅱ

マテリアル生産科学創成工学Ⅰ・Ⅱ

材料物性学特論

材料エネルギー理工学特論

生産プロセス学特論

構造化設計・評価学特論

システムインテグレーション特論

構造機能制御学特論

材料機能化プロセス工学特論

構造・機能先進材料デザイン学Ⅰ
構造・機能先進

材料デザイン学Ⅱ

構造・機能先進

材料デザイン学Ⅲ

研究指導

生産科学ゼミナール

インターンシップ

研究指導

表界面物性論

極微構造解析学

材料設計・プロセス工学

プラズマ応用工学

機能材料化学

界面制御工学

基盤材料・計算材料工学

結晶塑性学

結晶成長工学

粉体機能化工学

材料設計論

生体材料学

機能性評価学

材料電磁プロセス学

環境材料工学

材料加工学

インテリジェント加工学

ジョイニングプロセス特論Ⅱ

加工物理学Ⅰ

アプライドマテリアル論

材料機能化設計学

接合プロセスメタラジー論

接合プロセス学特論

溶接施工管理論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

界面機能化

プロセシング

構造化設計学

先端構造評価論

知的設計学

電子システム

統合設計論

マテリアル社会連携学Ⅰ

生産科学特別講義

マテリアル科学創成工学Ⅰ

専門教育科目（A分野） 専門教育科目（B分野） 高度教養教育科目 高度国際性涵養教育科目専門教育科目（共通） 一年ごとに、春学期・夏学期交互開講

マテリアル科学創成工学Ⅱ

マテリアル科学ゼミナール
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